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二
〇
一
九
年
度
の
事
業
活
動
計

算
書
か
ら
数
字
を
分
析
す
る
と
、

サ
ー
ビ
ス
活
動
収
益
は
、
対
前
年

度
比
で
三
千
四
七
二
万
円
余
の
増

額
と
な
っ
た
。
要
因
は
介
護
保
険

事
業
は
主
に
新
規
事
業
所
の
開
設

と
稼
働
率
ア
ッ
プ
に
よ
る
も
の
、

併
せ
て
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

は
新
加
算
等
を
取
得
し
安
定
し
た

収
益
を
得
る
こ
と
で
、
法
人
の
経

営
状
況
は
前
年
度
を
上
回
る
事
業

収
益
を
上
げ
全
体
的
に
事
業
は
順

調
に
推
移
し
財
政
状
況
は
健
全
に

保
た
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
サ
ー
ビ
ス
活
動
費
用
は

対
前
年
度
比
四
千
四
五
三
万
円
の

支
出
の
増
と
な
っ
た
が
、
主
な
要

因
と
し
て
事
務
費
で
や
ん
ば
る
の

家
の
大
型
改
修
工
事
に
四
千
万
円

の
支
出
と
人
件
費
が
四
一
三
万
円

の
増
額
と
な
っ
た
。
よ
っ
て
サ
ー

ビ
ス
活
動
増
減
差
額
は
前
年
度
が

四
千
五
三
七
万
円
で
、
当
年
度
は

三
千
五
三
一
万
円
で
対
前
年
度
比

で
△
一
千
五
万
円
の
表
記
で
あ
る

が
、
や
ん
ば
る
の
家
の
大
型
改
修

工
事
は
積
立
金
を
取
り
崩
し
て
捻

出
し
て
い
る
た
め
、
積
立
金
取
崩

額
の
う
ち
四
千
万
円
が
費
用
と
し

て
計
上
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て

当
年
度
の
三
千
五
三
一
万
円
に

四
千
万
円
を
加
え
る
と
当
年
度

サ
ー
ビ
ス
活
動
増
減
差
額
の
実
質

は
七
千
五
百
万
円
の
収
支
差
額
が

あ
り
対
前
年
度
比
で
は
約
三
千
万

円
の
増
額
と
な
る
。

　

当
年
度
は
繰
越
活
動
増
減
差
額

で
、
積
立
金
を
取
り
崩
し
て
大

型
改
修
工
事
の
費
用
に
四
千
万

を
充
当
し
た
が
、
更
に
積
立
金

九
千
五
九
六
万
円
を
将
来
の
施
設

整
備
等
を
見
据
え
て
計
上
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

　
　
　
　
　
　
　
山
城
　
豊

事業活動計算書（法人総括）
（自）2019 年４月１日　（至）2020 年３月 31 日

単位：円
勘　定　科　目 当年度決算 前年度決算 増　　減

サ

ー

ビ

ス

活

動

外

増

減

の

部

収
　
　
益

介護保険事業収益 502,849,866 485,825,584 17,024,282
就労支援事業収益 17,224,427 15,641,146 1,583,281
障害福祉サービス等事業収益 618,953,544 602,848,159 16,105,385
経常経費寄附金収益 150,000 390,000 △ 240,000
サービス活動収益計（1） 1,139,177,837 1,104,704,888 34,472,949

費
　
　
用

人件費 800,101,339 795,964,833 4,136,506
事業費 144,040,170 145,427,489 △ 1,387,319
事務費 83,343,642 44,027,865 39,315,777
就労支援事業費用 23,602,943 22,244,988 1,357,955
利用者負担軽減額 248,516 208,460 40,056
減価償却費 88,986,561 87,292,946 1,693,615
国庫補助金等特別積立金取崩額 △ 36,456,968 △ 36,901,968 445,000
徴収不能引当金繰入 0 1,069,286 △ 1,069,286
サービス活動費用計（2） 1,103,866,203 1,059,333,899 44,532,304

サービス活動増減差額（3）＝ (1) － (2) 35,311,634 45,370,989 △ 10,059,355

収
　
益

受取利息配当金収益 153,547 41,985 111,562
その他のサービス活動外収益 21,928,380 30,577,683 △ 8,649,303
サービス活動外収益（4） 22,081,927 30,619,668 △ 8,537,741

　
費
　
用

支払利息 56,298 60,126 △ 3,828
その他のサービス活動外費用 0

サービス活動外費用計（5） 56,298 60,126 △ 3,828
サービス活動外増減差額（6）＝ (4) － (5) 22,025,629 30,559,542 △ 8,533,913

経常増減差額（7）＝ (3) ＋ (6) 57,337,263 75,930,531 △ 18,593,268

特
別
増
減
の
部

収
　
益

施設整備補助金収益 4,590,000 4,590,000
固定資産売却収益 29,999 △ 29,999
その他特別収益 1,069,286
特別収益計（8） 5,659,286 29,999 5,629,287

費
　
用

固定資産売却損・処分損 667,266 32,794 634,472
国庫補助金等特別積立金積立額 4,590,000 4,590,000
特別費用計（9） 5,257,266 32,794 5,224,472

特別増減差額（10）＝ (8) － (9) 402,020 △ 2,795 404,815
当期増減差額（11）＝ (7) ＋ (10) 57,739,283 75,927,736 △ 18,188,453

繰
越
活
動
増
減
差
額
の
部

前期繰越活動増減差額（12） 906,849,183 919,921,447 △ 13,072,264
当期末繰越活動増減差額（13）＝ (11) ＋ (12) 964,588,466 995,849,183 △ 31,260,717
基本金取崩額（14）
その他の積立金取崩額（15） 43,500,000 43,500,000
その他の積立金積立額（16） 95,960,000 89,000,000 6,960,000

次期繰越活動増減差額（17）＝ (13) ＋ (14) ＋ (15) － (16) 912,128,466 906,849,183 5,279,283
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事 業 活 動 計 算 書
単位：円

拠点区分
　　  　 年 度

  項 目 
2015 年度 2016 年度 2017 年度 2018 年度 2019 年度

平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度

法 人 本 部
収　　益 0 660,000 150,000 200,000 50,000
費　　用 8,906,582 16,216,199 19,370,021 14,097,920 12,869,150
増　　減 △ 8,906,582 △ 15,556,199 △ 19,220,021 △ 13,897,920 △ 12,819,150

一 心 療 護 園
収　　益 276,874,891 281,637,580 294,527,567 295,538,582 308,255,683
費　　用 267,831,827 255,104,117 270,537,436 277,746,018 289,491,000
増　　減 9,043,064 26,533,463 23,990,131 17,792,564 18,764,683

え す の 里
収　　益 291,190,418 299,919,547 316,684,686 328,387,672 342,766,828
費　　用 245,563,481 250,409,995 253,902,993 280,471,088 288,139,310
増　　減 45,626,937 49,509,552 62,781,693 47,916,584 54,627,518

やんばるの家
収　　益 403,673,759 420,863,748 458,865,103 485,885,584 494,085,926
費　　用 407,625,057 393,357,638 455,253,532 492,325,823 519,347,343
増　　減 △ 3,951,298 27,506,110 3,611,571 △ 6,440,239 △ 25,261,417

合 　 計

収　　益
( 内部取引 )

971,739,068 1,003,080,875 1,070,227,356 1,110,011,838 1,145,158,437
△ 3,996,720 △ 4,405,725 △ 4,357,032 △ 5,306,950 △ 5,980,600
967,742,348 998,675,150 1,065,870,324 1,104,704,888 1,139,177,837

費　　用
( 内部取引 )

929,926,947 915,087,949 999,063,982 1,064,640,849 1,109,846,803
△ 3,996,720 △ 4,405,725 △ 4,357,032 △ 5,306,950 △ 5,980,600
925,930,227 910,682,224 994,706,950 1,059,333,899 1,103,866,203

増　　減 41,812,121 87,992,926 71,163,374 45,370,989 35,311,634

人　件　費　率
単位：円

拠点区分 2017 年度 2018 年度 2019 年度

法 人 全 体 716,708,881
(68.0%)　

780,366,849
(70.7%)　

787,943,717
(69.3%)　

役 員 報 酬 4,697,777 5,696,640 5,956,640
職 員 給 与・ 賞 与 388,702,357 442,913,030 444,212,130
非 常 勤 給 与・ 賞 与 220,858,208 210,300,977 219,325,621
法 定 福 利 費 90,343,199 94,498,174 98,872,250
退職給付掛金 （医療事業団） 11,792,500 13,350,000 13,884,000
退 職 共 済 掛 金  （ 県 社 協 ） 4,831,960 5,672,720 5,705,440

　合　　　　計　 721,226,001 772,431,541 787,956,081

職　　員　　数
（４月１日現在）

項　目 事　業　年　度 2017 年度 2018 年度 2019 年度 2020 年度
平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度

職 員 数

正 職 員 92 107 110 118 
準 正 職 員 27 22 26 17 
再 雇 用 3 5 5 4 
臨 時 ・ パ ー ト 62 57 57 53 

計 184 191 198 192 
年 度 間 採 用 者 21 30 
離 職 者（ 内 定 年 退 職 者 ） 8(3) 10(4)

単位：人
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昨
年
末
の
中
国
武
漢
市
を

中
心
に
発
生
し
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
は
全
世
界
へ
現

在
も
拡
大
し
続
け
て
い
ま
す
。

前
回
は
第
一
弾
と
し
て
、「
感

染
者
を
絶
対
に
出
さ
な
い
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
感
染
防
止

の
た
め
の
、
対
策
を
徹
底
的

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。
幸
い
沖
縄
県
で
は
六
月

三
十
日
現
在
、
六
十
一
日
連

続
で
感
染
者
ゼ
ロ
と
な
っ
て

ま
す
。

　

当
法
人
で
は
、
感
染
拡
大

の
第
二
波
に
備
え
、
嘱
託
医

の
金
城
英
與
先
生
、
宮
城
辰

志
先
生
の
指
導
を
得
て
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
発
生
時

対
応
フ
ロ
ー
を
項
目
・
職
種

ご
と
に
パ
タ
ー
ン
化
し
ま
し

た
。（
現
在
の
状
況
・
県
内
感

染
者
発
生
時
・
北
部
管
内
発

生
時
・
法
人
内
（
施
設
内
）

発
生
時
等
）

　

今
後
は
、
各
施
設
で
の
勉

強
会
と
併
せ
て
、
嘱
託
医
に

よ
る
研
修
を
実
施
し
、
法
人

全
体
で
基
本
的
な
知
識
の
共

有
を
図
り
な
が
ら
、
施
設
内

感
染
者
発
生
時
を
想
定
し
た

訓
練
等
に
も
取
り
組
み
な
が

ら
第
二
波
に
備
え
て
い
き
ま

す
。

　

え
す
の
里
拠
点
で
は
、
前

年
度
か
ら
生
活
介
護
・
就
労

セ
ン
タ
―
共
同
で
野
菜
作
り

に
取
り
組
み
、
作
業
の
効
率

化
と
生
産
性
の
向
上
、
利
用

者
の
工
賃
ア
ッ
プ
に
努
め
て

い
ま
す
。

　

新
鮮
野
菜
を
法
人
各
事
業

所
、
職
員
等
へ
の
個
人
販

売
、
そ
し
て
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
に
納
品
し
て
い
ま
す
。

プ
レ
オ
ー
プ
ン
時
期
の
一
月

か
ら
納
品
を
始
め
、
四
月
ま

で
に
累
計
約
九
万
円
を
売
り

上
げ
て
い
ま
す
。
今
後
の
予

定
は
瓜
類
や
オ
ク
ラ
、
ト
マ

ト
、
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
等
の
納
品

と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
時
期

に
旬
と
な
る
野
菜
を
生
産
・

安
定
供
給
出
来
る
よ
う
今
後

も
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
。

道の駅おおぎみやんばるの森ビジターセンター売上げ
品　　　目 売　上

1 月 ブロッコリー・白菜 ¥3,625 
2 月 じゃが芋 ¥30,060 
3 月 じゃが芋・インゲン・島ラッキョウ ¥47,058 
4 月 レタス ¥7,894 

合　　　計 ¥88,637 

ゴーヤー順調に育ってます ラッキョウを植え付ける利用者さん
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四
月
二
十
三
日
、
え
す
の

里
に
新
車
の
バ
ス
が
届
き
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
の
恐
れ
が
あ
る
為
に
、
県

内
で
は
外
出
制
限
で
何
処
に

も
行
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

五
月
二
十
一
日
に
県
内
自
粛

制
限
全
面
解
除
と
な
り
五
月

二
十
二
日
か
ら
少
人
数
で
の

ミ
ニ
ド
ラ
イ
ブ
に
出
掛
け
ま

し
た
。
天
気
も
良
く
ド
ラ
イ

ブ
に
行
く
前
に
新

車
の
前
で
一
緒
に

記
念
写
真
思
わ
ず

笑
み
が
こ
ぼ
れ
ま

す
。

　

一
時
間
半
程
の

時
間
を
想
定
し
国

頭
ま
で
行
っ
て
、

他
者
と
の
接
触
を

控
え
る
様
に
意
識

し
な
が
ら
少
し
で

も
外
出
し
た
気
分

に
な
れ
れ
ば
と
外

に
出
て
施
設
か
ら

持
参
の
お
や
つ
を

美
味
し
く
頂
き
ま

し
た
。
や
っ
ぱ
り

外
に
出
れ
た
だ
け
で
利
用
者

か
ら
は
「
楽
し
か
っ
た
ー
」

な
ど
声
が
聞
か
れ
、
嬉
し
い

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
短

い
時
間
で
は
あ
る
が
、
良
い

気
分
転
換
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　

五
月
に
は
四
回
の
ミ
ニ
ド

ラ
イ
ブ
を
行
う
事
が
出
来
ま

し
た
。
次
回
は
七
月
に
予
定

を
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。

ドライブに行ってきま～す！

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
母
の
日

も
兼
ね
て
、
頂
い
た
卵
を
利
用

し
て
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
と

ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
作
り
を
楽
し
み

ま
し
た
。「
昔
は
子
供
た
ち
に

良
く
作
っ
た
よ
ー
。」
と
言
い

あ
い
な
が
ら
、
昔
を
思
い
出
し

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ト
ッ

ピ
ン
グ
と
し
て
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

ジ
ャ
ム
と
は
ち
み
つ
を
添
え
て

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
え
す
の

里
で
は
、
地
域
有
志
の
方
か

ら
頂
い
た
卵
を
目
玉
焼
き
に

し
て
夕
食
メ
ニ
ュ
―
の
ハ
ン

バ
ー
グ
に
乗
せ
、
予
定
よ
り

豪
華
な
夕
食
を
頂
く
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
利
用
者
さ
ん

も
と
て
も
喜
ん
で
お
り
、
満

面
の
笑
み
で
食
事
を
楽
し
む

様
子
が
印
象
的
で
し
た
。

頂
き
、
み
な
さ
ん
久
し
ぶ
り
に

食
べ
る
の
で
、「
お
い
し
い
ホ
ッ

ト
ケ
ー
キ
だ
っ
た
よ
ー
」
喜
ん

で
い
ま
し
た
。
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ

を
作
っ
た
利
用
者
か
ら
は
「
次

回
こ
う
い
う
機
会
が
あ
っ
た

ら
、
ま
た
作
り
た
い
。」
と
喜

ば
れ
て
い
ま
し
た
。
美
味
し
い

卵
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

楽しいね～

早く食べたいさ～目玉焼き出来ました～

焼くの楽しい～♪

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
出

現
に
よ
り
、
思
う
よ
う
に
外

出
・
外
食
が
出
来
な
い
中
、
六

月
二
十
五
日
、
え
す
の
里
で

は
、
午
後
の
活
動
を
利
用
し
、

ヒ
ラ
ヤ
ー
チ
ー
作
り
を
行
い

ま
し
た
。
皆
「
自
分
の
お
や
つ

を
作
る
」
と
い
う
意
気
込
み

が
、
微
笑
ま
し
く
も
あ
り
、
時

に
は
、
争
い
に
発
展
し
な
い
か

と
見
守
り
も
強
化
し
な
が
ら
行

い
ま
し
た
。
大
き
さ
や
形
が
違

う
物
！
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
が
、

出
来
上
が
っ
た
ア
ツ
ア
ツ
の
ヒ

ラ
ヤ
ー
チ
ー
を
食
さ
れ
た
時
に

は
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

「
次
は
何
作
る
？
」
と
楽
し
く

過
ご
せ
、
会
話
も
弾
み
ま
し

た
。
毎
日
の
お
や
つ
タ
イ
ム
の

表
情
と
は
一
変
、
ど
こ
か
達
成

感
に
満
ち
た
表
情
も
見
ら
れ
、

良
い
体
験
が
出
来
ま
し
た
。

　
「
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
‼
」
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　人生はたった一度と言われますが、その人の歩んだ人生は唯一
のもの。その貴重な体験を「私のヒストリー」（ライフヒストリー）
と題してご紹介する企画です。

い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
し
な
が

ら
沖
縄
市
に
住
ん
で
い
ま
し

た
。　

　

三
十
八
歳
頃
出
雲
会
館
の

経
営
者
が
同
じ
徳
之
島
出
身

で
声
を
か
け
ら
れ
、
島
根
県

の
出
雲
大
社
に
資
格
を
取
り

に
行
き
、
出
雲
会
館
や
Ｎ
Ｂ

Ｃ
な
ど
の
結
婚
式
場
の
神
前

結
婚
式
の
神
主
を
し
ま
し
た
。

働
き
な
が
ら
神
主
の
階
級
を

上
げ
て
い
き
ま
し
た
。
結
婚

式
は
も
ち
ろ
ん
地
鎮
祭
に
も

呼
ば
れ
て
行
き
ま
し
た
。
年

に
一
度
は
出
雲
大
社
で
研

修
（
合
宿
）
に
も
参
加
し
ま

し
た
。
神
主
の
修
業
は
精
神

統
一
が
必
要
で
祝

の
り
と

詞
を
読
む

練
習
を
毎
朝
し
た
り
、
祝
詞

を
書
く
た
め
に
書
道
教
室
に

通
い
日
々
勉
強
を
し
ま
し
た
。

着
物
は
※
狩か

り

衣ぎ
ぬ

と
言
っ
て
自

分
で
準
備
し
ま
し
た
。
絹
で

出
来
て
い
て
こ
の
着
物
で
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
決

ま
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
五
年
八
十
五
歳

の
と
き
道
で
転
ん
で
骨
折
し

て
神
主
の
仕
事
は
終
え
ま
し

た
。
こ
の
仕
事
の
良
さ
が
子

ど
も
達
に
も
伝
わ
っ
た
の
か

娘
も
出
雲
大
社
で
神
主
の
資

格
は
取
り
ま
し
た
。
実
施
に

神
主
を
す
る
こ
と
は
な
か
っ

た
け
れ
ど
も
、
結
婚
式
場
で

カ
メ
ラ
マ
ン
を
し
た
り
し
て

祭
事
の
仕
事
を
共
に
行
い
ま

し
た
。　
　

　

こ
の
仕
事
に
対
し
て
は
縁

結
び
を
使
命
感
と
感
じ
て
い

ま
し
た
。
誇
り
を
も
っ
て
勤

め
上
げ
ま
し
た
。
結
婚
式
を

あ
げ
た
夫
婦
か
ら
お
礼
状
を

頂
く
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
が
思
い
出
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　（
娘
・
玉
城
久
美
子
さ
ん
に

聞
き
書
き
）

※
狩
衣
と
は
…

　

平
安
時
代
の
貴
族
た
ち
の

日
常
着
で
あ
り
、
狩
り
の
際

に
も
着
用
し
た
も
の
で
、

一
五
〇
〇
年
近
く
経
っ
た
今

も
神
職
の
日
常
着
と
し
て
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が

神
社
を
参
拝
す
る
際
に
目
に

す
る
神
職
は
、「
狩
衣
」
に

袴
を
合
わ
せ
、
烏
帽
子
を
か

ぶ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
常

装
で
す
。

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

　
　
　
壽

こ
と
ぶ
き　
忠
夫
さ
ん(

92
歳
）

　

出
身
は
鹿
児
島
県
徳
之
島

で
す
。
早
く
に
母
を
亡
く
し

て
十
九
歳
で
沖
縄
に
仕
事
で

来
ま
し
た
。
そ
の
後
屋
我
地

の
女
性
と
結
婚
し
、
三
人
の

子
ど
も
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。 笑顔の絶えない壽さん

三線が得意で、ボランティア活動も
しました。

縁
結
び
の
喜
び
を
感
じ
て

結婚式場で巫女さんと
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グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
つ
つ
じ

苑
で
は
朝
食
後
、
皆
で
ラ
ジ

オ
体
操
を
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の

方
の
一
日
が
始
ま
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
健
康
長
寿
」
を

目
標
に
高
齢
者
に
多
い
転
倒

事
故
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
毎

日
、
転
倒
予
防
体
操
を
実
施

し
下
肢
筋
力
強
化
に
つ
な
が

る
よ
う
職
員
と
利
用
者
全
員

で
楽
し
く
行
っ
て
い
ま
す
。

元気よく、１、２、３、４

楽しく、元気よく取り組みました♪

大満足です！

今では日々の日課です

　

昨
今
、
全
国
的
に
猛
威
を

振
る
い
蔓
延
す
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る

ニ
ュ
ー
ス
が
毎
日
の
様
に
テ

レ
ビ
か
ら
流
れ
る
の
を
見

て
、「
こ
ん
な
怖
い
病
気
も
あ

る
ね
ー
」「
コ
ロ
ナ
に
か
か
っ

た
ら
大
変
」
と
利
用
者
か
ら

の
声
が
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
い
っ
し
ん
で

は
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
体
操

と
称
し
、
大
宜
味
村
の
行
政

無
線
か
ら
流
れ
る
ラ
ジ
オ
体

操
の
曲
に
合
わ
せ
て
体
操
を

行
っ
て
い
ま
す
。
立
つ
事
が

難
し
い
た
め
み
な
さ
ん
椅
子

に
座
っ
て
行
い
ま
す
。

　

両
手
を
一
生
懸
命
伸
ば
そ

う
と
し
肩
を
痛
が
る
場
面
も

見
ら
れ
職
員
か
ら
「
出
来
る

範
囲
で
」
と
声
を
掛
け
み
ん

な
で
曲
に
合
わ
せ
大
き
な
声

で
号
令
を
掛
け
感
染
に
負
け

な
い
体
操
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
例
年

の
母
の
日
と
は
違
う
状
況
と

は
な
り
ま
し
た
が
、「
母
の

日
月
間
」
と
し
て
、
五
月

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

防
止
に
よ
り
緊
急
事
態
宣
言

が
五
月
二
十
二
日
に
全
面
解

除
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
六
月

上
旬
に
園
内
理
髪
を
行
い
ま

し
た
。

　

自
粛
中
は
面
会
を
は
じ
め

業
者
の
対
応
も
玄
関
先
で
し

た
の
で
、
利
用
者
様
の
髪
も

徐
々
に
伸
び
て
お
り
久
し
ぶ

り
の
散
髪
に
利
用
者
様
も

「
さ
っ
ぱ
り
し
た
さ
ー
」
と
皆

そ
ろ
っ
て
笑
顔
で
話
さ
れ
、

良
い
気
分
転
換
に
な
っ
た
よ

う
で
す
。

十
二
日
か
ら
利
用
者
さ
ん
へ

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡
す
事
に
し

ま
し
た
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
、

利
用
者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

作
っ
た
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
と

可
愛
い
プ
リ
ン
ト
の
入
っ
た

ビ
ニ
ー
ル
の
巾
着
袋
で
し

た
。
一
人
一
人
に
手
渡
す
と
、

皆
さ
ん
笑
顔
で
「
あ
り
が
と

う
！
」「
上
等
だ
ね
ー
！
」
と

喜
ん
で
く
れ
て
、
と
て
も
嬉

し
く
、
こ
ち
ら
も
笑
顔
に
な

り
ま
し
た
。

綺麗にカットしてね！ すっきりさわやかに！
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